
母性保健学特論 

Women’s Health 

１年次前期・選択 

２単位・３０時間 

池 田 理 恵 教授 

ドーリング景子 准教授 

狗 巻 見 和 講師 

【概要・目標】 

現代の女性とその家族を取り巻く状況を知り、産後うつ、出産体験、育児不安、虐待、フォレ

ンジック看護等について検討する。女性とその家族の健康と生活を支えるための方策を諸理論か

ら学ぶ。 

 

【授業内容・スケジュール】 

1） システマティックレビューとスコーピングレビュー①（池田） 

2） システマティックレビューとスコーピングレビュー②（池田） 

3） フォレンジック看護学①（池田） 

4） フォレンジック看護学②（池田） 

5） 産後うつと支援（池田） 

6） ニュージーランドにおける出産（ドーリング） 

7） 助産師主導の継続ケア（ドーリング） 

8） ニュージーランドの周産期ケアシステム（ドーリング） 

9） 女性と助産師のパートナーシップ（ドーリング） 

10） ポジティブな出産体験のための分娩期ケア（ドーリング） 

11） 育児不安（狗巻） 

12） 子ども虐待（狗巻） 

13） NICU における愛着形成（狗巻） 

14） 医療的ケア児と家族看護①（狗巻） 

15） 医療的ケア児と家族看護②（狗巻）      

【評価】 

レポート（50％）および討論（50％）により総合評価を行う。 

【テキスト】 

なし 

 

【推薦参考図書】 

適宜紹介する 

 

【その他】 

連絡先：r-ikeda@wakayama-med.ac.jp 

第 5 回、10 回、15 回は学生を主体とするプレゼンテーション及びディスカッションを行う。 

 


